
(57)【要約】

　【課題】　複数の抵抗器により大電力、高電圧に対応

でき、しかも良好な高周波特性を保有する抵抗器を得る

。

　【解決手段】　中心軸の円周上に、相互に等間隔をお

いて複数の抵抗体７を配置する。抵抗体７の一端間を第

１の短絡部材４で短絡し、他端間を第２の短絡部材６で

短絡する。短絡部材４に端子５を接続する。短絡部材６

に、外側導体８の基端側を接続する。外側導体８は抵抗

体７を包囲し、基端側から先端側へ向かうに従って徐々

に抵抗体７から離れるように、抵抗体７の一端付近まで

内径を拡大させつつ伸びる。外側導体７の先端側に端子

９を接続固定する。同軸ケーブルの内部導体を端子５に

、外部導体を端子９に接続できる。抵抗体７と外側導体

８との間の容量性抵抗で抵抗体７の誘導性抵抗の原因と

なるインダクタンスを打ち消す。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 心 軸 の 円 周 上 に 、 相 互 に 等 間 隔 を お い て 、 中 心 軸 と 平 行 に 伸 び 、 軸 線 方 向 の 一 端 と そ
の 反 対 側 の 他 端 と を 有 し 、 両 端 の 軸 線 方 向 の 位 置 を 一 致 さ せ て 配 置 さ れ た 複 数 の 抵 抗 体 と
、
　 前 記 複 数 の 抵 抗 体 の 一 端 間 を 電 気 的 に 短 絡 す る 導 電 性 の 第 １ の 短 絡 部 材 と 、
　 前 記 複 数 の 抵 抗 体 の 他 端 間 を 電 気 的 に 短 絡 す る 導 電 性 の 第 ２ の 短 絡 部 材 と 、
　 基 端 側 が 前 記 第 １ の 短 絡 部 材 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 先 端 側 が 前 記 中 心 軸 上 を 前 記 抵 抗 体
の 一 端 か ら 離 れ る 方 向 へ 突 出 す る 第 １ の 端 子 と 、
　 基 端 側 が 前 記 第 ２ の 短 絡 部 材 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 複 数 の 抵 抗 体 を 包 囲 し 、 基 端 側
か ら 先 端 側 へ 向 か う に 従 っ て 徐 々 に 前 記 抵 抗 体 か ら 離 れ る よ う に 前 記 抵 抗 体 の 一 端 付 近 ま
で 内 径 を 拡 大 さ せ つ つ 伸 び る 導 電 性 の 外 側 導 体 と 、
　 こ の 外 側 導 体 の 先 端 側 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 端 子 と 離 れ て 固 定 さ れ た 第 ２ の
端 子 と を 具 備 し 、
同 軸 ケ ー ブ ル の 内 部 導 体 が 前 記 第 １ の 端 子 に 接 続 可 能 で 、 外 部 導 体 が 前 記 第 ２ の 端 子 に 接
続 可 能 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 高 周 波 用 負 荷 抵 抗 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 抵 抗 体 及 び 前 記 外 側 導 体 が 、 ケ ー ス 内 に 気 密 に 収 容 さ れ 、 か つ ケ ー ス 内 に 絶 縁 油 が
満 た さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 高 周 波 用 負 荷 抵 抗 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 抵 抗 体 及 び 前 記 外 側 導 体 が 、 ケ ー ス 内 に 気 密 に 収 容 さ れ 、 か つ ケ ー ス 内 に 絶 縁 ガ ス
満 た さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 高 周 波 用 負 荷 抵 抗 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 短 絡 部 材 と 前 記 第 １ の 端 子 と の 間 に ダ イ オ ー ド が 介 設 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 高 周 波 用 負 荷 抵 抗 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 外 側 導 体 が 前 記 複 数 の 抵 抗 体 を 相 互 間 隔 を お い て 包 囲 す る 網 状 の 導 体 で 構 成 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ５ に 記 載 の 高 周 波 用 負 荷 抵 抗 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 大 電 力 及 び ／ 又 は 高 電 圧 で 高 周 波 （ 例 え ば 750V以 上 、 1MHz以 上 ） の 回 路 に
使 用 さ れ る 抵 抗 器 に 係 り 、 特 に 同 軸 ケ ー ブ ル の 末 端 に 負 荷 と し て 接 続 さ れ る 高 周 波 特 性 に
優 れ た 抵 抗 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 高 周 波 回 路 に 使 用 さ れ る 抵 抗 器 と し て 、 円 筒 型 セ ラ ミ ク ス 製 の 無 誘 導 抵 抗 器 が 知 ら れ て
い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ） 。 し か し 、 例 え ば 750V以 上 、 1MHz以 上 の 大 電 力 用 の 電 力 抵 抗 器
を （ 例 え ば 50kW以 上 ） を こ の よ う な １ 本 の 無 誘 導 抵 抗 器 で 構 成 す る こ と は 困 難 で あ る 。 ま
た 、 こ の よ う な 無 誘 導 抵 抗 器 を 直 接 複 数 、 並 列 に 接 続 し た 場 合 、 抵 抗 体 の イ ン ダ ク タ ン ス
に よ り 、 比 較 的 低 い 周 波 数 域 で イ ン ピ ー ダ ン ス が 上 が り 、 良 好 な 高 周 波 特 性 を 確 保 で き な
い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ４ ３ ３ ８ ７ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 発 明 は 、 複 数 の 抵 抗 器 を 並 列 に 組 み 込 ん で も 、 良 好 な 高 周 波 特 性 を 確 保 す る こ と が
で き る 大 電 力 及 び ／ 又 は 高 電 圧 、 高 周 波 用 の 負 荷 抵 抗 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 中 心 軸 の 円 周 上 に 、 相 互
に 等 間 隔 を お い て 中 心 軸 と 平 行 に 伸 び る よ う に 複 数 の 抵 抗 体 ７ を 配 置 す る 。 複 数 の 抵 抗 体
７ の 一 端 間 を 第 １ の 短 絡 部 材 ４ で 電 気 的 に 短 絡 す る と 共 に 、 他 端 間 を 第 ２ の 短 絡 部 材 ６ で
電 気 的 に 短 絡 す る 。 第 １ の 短 絡 部 材 ４ に 第 １ の 端 子 ５ を 接 続 す る 。 第 ２ の 短 絡 部 材 ６ に 、
外 側 導 体 ８ の 基 端 側 を 接 続 す る 。 外 側 導 体 ８ は 、 基 端 側 か ら 先 端 側 へ 向 か う に 従 っ て 徐 々
に 抵 抗 体 ７ か ら 離 れ つ つ 複 数 の 抵 抗 体 ７ を 包 囲 す る よ う に 、 抵 抗 体 ７ の 一 端 付 近 ま で 内 径
を 拡 大 さ せ つ つ 伸 び る 。 こ の 外 側 導 体 ７ の 先 端 側 に 、 第 １ の 端 子 ５ と 離 れ て 第 ２ の 端 子 ９
を 接 続 固 定 す る 。 同 軸 ケ ー ブ ル の 内 部 導 体 を 第 １ の 端 子 ５ に 接 続 可 能 で 、 外 部 導 体 を 第 ２
の 端 子 ９ に 接 続 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 に お い て は 、 円 周 上 に 複 数 の 抵 抗 体 ７ を 並 べ 、 そ の 外 側 を 導 体 ８ で 包 囲 し て 抵
抗 器 を 構 成 し た た め 、 抵 抗 体 ７ の イ ン ダ ク タ ン ス が 低 減 す る こ と に よ り 、 高 周 波 特 性 に 優
れ 、 多 数 の 抵 抗 体 ７ を 用 い る こ と に よ り 、 大 電 力 、 高 電 圧 に 対 応 可 能 な 抵 抗 器 を 得 る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 面 を 参 照 し て こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 図 １ は こ の 発 明 に 係 る 高 周 波 用 負 荷
抵 抗 器 を 概 念 的 に 示 し た 断 面 図 、 図 ２ は 第 １ の 実 施 例 の 断 面 図 、 図 ３ は 図 ２ に お け る III
－ III断 面 図 、 図 ４ は 同 軸 ケ ー ブ ル を 接 続 し た 状 態 の 第 １ の 実 施 例 の 一 部 の 拡 大 断 面 図 、
図 ５ は 第 ２ の 実 施 例 の 断 面 図 、 図 ６ は 図 ５ に お け る VI－ VI断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ に お い て 抵 抗 器 １ は 、 円 筒 状 の ケ ー ス ２ を 備 え る 。 ケ ー ス ２ の 一 端 側 中 心 軸 上 に は
、 ケ ー ス ２ を 貫 通 し て 絶 縁 筒 ３ が 固 定 さ れ る 。 絶 縁 筒 ３ の ケ ー ス ２ 内 の 一 端 に は 、 導 電 性
円 盤 状 の 第 １ の 短 絡 部 材 ４ の 中 心 部 が 固 定 さ れ る 。 短 絡 部 材 ４ か ら 絶 縁 筒 ３ の 一 端 内 に 第
１ の 端 子 ５ が 突 出 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ケ ー ス ２ 内 の 他 端 側 中 心 軸 上 に は 、 導 電 性 円 盤 状 の 第 ２ の 短 絡 部 材 ６ が 固 定 さ れ る 。 第
１ の 短 絡 部 材 ４ と 第 ２ の 短 絡 部 材 ６ と の 間 に は 、 多 数 の 円 筒 状 の 抵 抗 体 ７ が 電 気 的 に 接 続
さ れ る 。 抵 抗 体 ７ は 、 一 端 及 び 他 端 が そ れ ぞ れ 第 １ 及 び 第 ２ の 短 絡 部 材 ４ ， ７ の 同 心 円 周
上 に 相 互 間 隔 を お い て 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ケ ー ス ２ 内 に は 、 導 電 性 の 外 側 導 体 ８ が 、 抵 抗 体 ７ を 包 囲 す る よ う に 固 定 さ れ て い る 。
外 側 導 体 ８ の 基 端 側 は 第 ２ の 短 絡 部 材 ６ の 外 周 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 先 端 側 は ケ ー ス ２ の
一 端 側 の 第 ２ の 端 子 ９ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 第 ２ の 端 子 ９ は 、 絶 縁 筒 ３ を 囲 む よ う に ケ
ー ス ２ の 外 部 に 露 出 す る 。 外 側 導 体 ８ は 、 抵 抗 体 ７ を 包 囲 し 、 基 端 側 か ら 抵 抗 体 ７ の 一 端
付 近 ま で 徐 々 に 抵 抗 体 ７ か ら 離 れ る よ う に 、 ほ ぼ 円 錐 筒 状 に 内 径 を 拡 大 さ せ つ つ 伸 び 、 そ
こ か ら 端 子 ９ に 向 か っ て ほ ぼ 円 錐 筒 状 に 内 径 を 縮 小 さ せ つ つ 伸 び る 。 外 側 導 体 ８ は 貫 通 孔
８ ａ を 備 え る 。 複 数 の 抵 抗 体 ７ が 円 周 上 に 配 置 さ れ る の で 、 一 本 で 構 成 す る 場 合 に 比 較 し
て 自 己 イ ン ダ ク タ ン ス が 減 る 。 同 軸 上 に 抵 抗 体 ７ と 外 側 導 体 ８ と が 配 置 さ れ 、 か つ 外 側 導
体 ８ が 円 錐 筒 状 を 成 す た め 、 抵 抗 体 ７ と 外 側 導 体 ８ と の 間 に 容 量 性 抵 抗 が 付 加 さ れ る こ と
に よ り 抵 抗 体 ７ の 誘 導 性 抵 抗 の 原 因 と な る イ ン ダ ク タ ン ス を 打 ち 消 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ケ ー ス ２ の 軸 方 向 両 端 部 に は 、 絶 縁 油 や 絶 縁 ガ ス の よ う な 絶 縁 流 体 を ケ ー ス ２ 内 に 出 入
り さ せ る た め の 開 口 １ ０ ， １ １ が 設 け ら れ 、 ケ ー ス ２ 内 に 絶 縁 流 体 が 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 同 軸 ケ ー ブ ル に つ な が る コ ネ ク タ ２ １ の 内 部 導 体 ２ ２ が 、 絶 縁 筒 ３ 内 に 配 置 さ れ た 第 １
の 端 子 ５ に 接 続 可 能 で 、 外 部 導 体 ２ ３ が 、 第 ２ の 端 子 ９ に 接 続 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ な い し 図 ４ に 示 す 実 施 例 の 抵 抗 器 １ は 、 例 え ば 、 シ ン ク ロ ト ロ ン 用 の キ ッ カ ー 電 磁
石 電 源 に お い て 、 反 射 電 力 吸 収 用 の 終 端 抵 抗 と し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 抵 抗 器 １ は 、 金 属 製 円 筒 状 の ケ ー ス ２ を 備 え る 。 ケ ー ス ２ は 、 一 端 及 び 反 対 側 の 他 端 に
金 属 製 の ふ た １ ２ ， １ ３ を 備 え る 。 ケ ー ス ２ の 一 端 側 の 中 心 軸 上 に は 、 ふ た １ ２ を 気 密 に
貫 通 し て 合 成 樹 脂 製 の 絶 縁 筒 ３ が 固 定 さ れ る 。 絶 縁 筒 ３ の ケ ー ス ２ 内 の 一 端 に は 、 導 電 性
円 盤 状 の 第 １ の 短 絡 部 材 ４ の 中 心 部 が 気 密 に 固 定 さ れ る 。 短 絡 部 材 ４ か ら 絶 縁 筒 ３ の 内 側
に 第 １ の 端 子 ５ が 突 出 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ケ ー ス ２ 内 の 他 端 側 の 中 心 軸 上 に は 、 リ ン グ 状 の 第 ２ の 短 絡 部 材 ６ が 固 定 さ れ る 。 短 絡
部 材 ６ は 、 筒 部 ６ ａ を 介 し て リ ン グ 状 の 導 電 部 材 １ ４ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 第 １ の 短 絡
部 材 ４ と 第 ２ の 短 絡 部 材 ６ と の 間 に は 、 多 数 の 円 筒 状 の 抵 抗 体 ７ が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
導 電 部 材 １ ４ は 、 ケ ー ス ２ の ふ た １ ３ に ス リ ー ブ １ ５ を 介 し て 固 定 さ れ る 。 ス リ ー ブ １ ５
は 、 ふ た １ ３ を 貫 通 し 、 絶 縁 油 の 入 口 開 口 １ １ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ の 短 絡 部 材 ４ と 第 ２ の 短 絡 部 材 ６ と の 間 は 電 気 絶 縁 性 の ４ 本 の 支 柱 １ ６ で 結 合 さ れ
る 。 図 示 の 実 施 例 に お い て ２ ５ 本 の 抵 抗 体 ７ が 、 短 絡 部 材 ４ ， ６ 間 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る
。 抵 抗 体 ７ は 、 一 端 及 び 他 端 が そ れ ぞ れ 第 １ 及 び 第 ２ の 短 絡 部 材 ４ ， ６ の 同 心 円 周 上 に 相
互 に 等 間 隔 を お い て 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ケ ー ス ２ 内 に は 、 導 電 性 の 外 側 導 体 ８ が 、 抵 抗 体 ７ を 包 囲 す る よ う に 固 定 さ れ る 。 外 側
導 体 ８ の 基 端 側 は 、 短 絡 部 材 ６ に 導 通 す る 導 電 部 材 １ ４ の 外 周 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 先 端
側 は 絶 縁 筒 ３ を 囲 む 接 続 金 具 １ ７ を 介 し て ケ ー ス ２ の ふ た １ ２ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 ふ
た １ ２ に お け る 絶 縁 筒 ３ 周 辺 部 位 が 第 ２ の 端 子 ９ と な る 。 外 側 導 体 ８ は 、 抵 抗 体 ７ を 包 囲
し 、 基 端 側 か ら 抵 抗 体 ７ の 一 端 付 近 ま で 徐 々 に 抵 抗 体 ７ か ら 離 れ る よ う に 、 ほ ぼ 円 錐 筒 状
に 内 径 を 拡 大 さ せ つ つ 伸 び 、 そ こ か ら 接 続 金 具 １ ７ に 向 か っ て ほ ぼ 円 錐 筒 状 に 内 径 を 縮 小
さ せ つ つ 伸 び る 。 外 側 導 体 ８ は 絶 縁 油 を 内 外 に 流 通 さ せ る た め の 貫 通 孔 ８ ａ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ケ ー ス ２ 内 に 充 填 さ れ る 絶 縁 油 は 、 入 口 開 口 １ １ か ら 入 り 、 出 口 開 口 １ ０ か ら 出 て 循 環
す る 。
　 同 軸 ケ ー ブ ル に つ な が る コ ネ ク タ ２ １ の 内 部 導 体 ２ ２ が 、 絶 縁 筒 ３ 内 に 配 置 さ れ た 第 １
の 端 子 ５ に 接 続 可 能 で 、 外 部 導 体 ２ ３ が 、 第 ２ の 端 子 ９ に 接 続 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ５ ， ６ に 示 す 第 ２ の 実 施 例 に お い て 、 先 の 実 施 例 と 同 等 の 構 成 部 分 に は 同 一 の 符 号 を
付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 こ の 実 施 例 の 抵 抗 器 は 、 大 型 加 速 器 に お け る キ ッ カ ー 電 磁 石 電 源
用 の 整 合 抵 抗 器 と し て 使 用 す る も の で あ る 。 こ の 抵 抗 器 に お い て は 、 円 盤 状 の 導 電 部 材 １
９ に 支 持 さ れ た 第 １ の 端 子 ５ と 第 １ の 短 絡 部 材 ４ と が 軸 方 向 に 分 離 さ れ 、 両 者 の 間 に ダ イ
オ ー ド １ ８ が 介 設 さ れ る 。 第 １ の 端 子 ５ を 支 持 す る 円 盤 状 の 導 電 部 材 １ ９ と 第 １ の 短 絡 部
材 ４ と の 間 は 電 気 絶 縁 性 の 支 柱 ２ ０ で 結 合 さ れ 、 絶 縁 筒 ３ の ケ ー ス ２ 内 の 一 端 部 は 導 電 部
材 １ ９ に 気 密 に 結 合 さ れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 抵 抗 器 は 、 大 電 力 及 び ／ 又 は 高 電 圧 で 高 周 波 （ 例 え ば 750V以 上 、 1MHz以 上 ） の
回 路 に お い て 、 同 軸 ケ ー ブ ル の 末 端 に 負 荷 と し て 使 用 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 高 周 波 用 負 荷 抵 抗 器 を 概 念 的 に 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 例 の 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 図 ２ に お け る III－ III断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 抵 抗 器 の 一 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ２ の 実 施 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ に お け る VI－ VI断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
１ 　 　 抵 抗 器
２ 　 　 ケ ー ス
３ 　 　 絶 縁 筒
４ 　 　 第 １ の 短 絡 部 材
５ 　 　 第 １ の 端 子
６ 　 　 第 ２ の 短 絡 部 材
７ 　 　 抵 抗 体
８ 　 　 外 側 導 体
８ ａ 　 開 口
９ 　 　 第 ２ の 端 子
１ ０ 　 出 口 開 口
１ １ 　 入 口 開 口
１ ２ 　 ふ た
１ ３ 　 ふ た
１ ４ 　 導 電 部 材
１ ５ 　 ス リ ー ブ
１ ６ 　 支 柱
１ ７ 　 接 続 金 具
１ ８ 　 ダ イ オ ー ド
１ ９ 　 導 電 部 材
２ ０ 　 支 柱
２ １ 　 同 軸 ケ ー ブ ル 接 続 コ ネ ク タ
２ ２ 　 内 部 導 体
２ ３ 　 外 部 導 体
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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